
決議案第４号 

 

ガザ地区を始めとする中東地域の平和的解決を求める決議案 

 

近年、ガザ地区を始めとする中東地域において、紛争により多くの市民の命が奪わ

れ、生活の基盤が破壊される深刻な人道危機が続いている。 

取り分け、こどもや高齢者、一般市民といった罪のない人々が犠牲となり、その数

は６万７，０００人を超える。しかも、このうち８割以上が民間人だとの調査報告も

あるなど、安全と生存が脅かされている現状は、極めて憂慮すべき事態である。 

本市は、被爆の惨禍を経験した都市として、いかなる場所においても人命が軽んじ

られることを許さず、世界恒久平和の実現を希求してきた。 

戦争や報復の連鎖によって新たな悲しみや、苦しみが生まれることを断じて許して

はならない。 

本市議会は、関係当事者及び国際社会に対し、一刻も早く暴力の応酬を停止し、国

際人道法を遵守した上で、対話と外交による平和的解決を強く求める。 

また、避難民や被災市民の命を守るために、生きるための人道支援、取り分け食

糧・医療・水・衛生などの基礎的支援を早急に実施し、支援物資の搬入と配布を安全

かつ持続的に確保することを要請する。 

そのためには、国際社会が監視と検証の体制を強化し、支援活動が妨げられること

のないよう環境を整備することが不可欠である。 

さらに、国際連合が主体的な役割を果たし、停戦合意が着実に履行されるための強

固で実効性のある国際的な枠組みの構築を強く求める。 

本市議会は、被爆地・広島の名において、世界の全ての人々が恐怖や暴力におびえ

ることなく、安全と尊厳をもって生きられる未来の実現を願うものである。 

以上、決議する。 

令和７年１０月  日 
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